


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 

 



－2－ 

 

 

 

 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 

 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 

 

作 業 前 に 
 
 

 
 注意 

 機の取り扱い分からない事があ、取 

  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 

  自分の判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 

  し、ケガをする事があります。 

  取扱説明書は分からない事があにすぐに 

  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 

  さい。 

 

 
 注意 

 取扱説明書に記載されているの注意事項 

  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 

  思わぬ事故を起こす事があります。 

  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 

  ベル、取扱説明書に記載されているの注 

  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 

  ください。 

 

 
 警告 

 がい、機作に不れななに 

  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 

  次のは、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 

 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 

□  機作が未熟な人。 

□  妊娠している。 

 

 
 警告 

 作業にさない機を作すると、 

  の一部が機に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 

  まねく事があります。 

  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきのないものを着 

  用する。 

□  ヘルメットを着用する。 

□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 

 しない。 

 

 
 警告 

 機を他人にす、取扱説明書に記載されて 

  いるの注意事項や取扱要領が分からない 

  め、思わぬ事故を起こす事があります。 

  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 

  使用前にはよく読むように指導してください。 

 

 
 注意 

 機のや、指のタッメント 

 部品なを取り付けて運転すると、機の破 

  損や傷害事故をまねく事があります。 

  機のはしないください。 

  タッメントは、指製品を使用してく 

  ださい。部品交換するは、が指するも 

  のを使用してください。 

 

 
 注意 

 始業をると、機の破損や傷害事故をま 

  ねく事があります。 

  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 

  を行てください。 

 

 
 警告 

 ンンを始する、トラクタのやッ 

  プに立まま行うと、緊急事態への対処が 

  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 

  する事があります。 

  運転席に座り、周囲のを確認してから行 

  てください。 

 トラクタのンンを始する、 

  ーを「Ｎ」(中立)にして行わないと、機が 

  接続状態になているめ、トラクタが暴走し 

  思わぬ事故を起こす事があります。 

  ーを「Ｎ」(中立)にして行てくだ 

  さい。 

 

 
 警告 

 作業機を着するめにトラクタをさせる 

  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 

  れてケガをする事があります。トラクタと作業 

  機の間に人を近づけないください。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は

作業機を着脱する時は 
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 注意 

 作業機をトラクタに着する、や 

  まは軟弱な行うと、トラクタが不意 

  にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

  平坦盤のかい所行てください。 

 作業機をトラクタからりす、めをせ 

  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 

  こす事があります。 

  りすは、タンドを接させ、作業機の 

  車にめをしてください。 

 着するトラクタによては、前がく 

  なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 

  ねく事があります。 

  トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 

  ンを取てください。 

 

 
 注意 

 トラクタに作業機を着してを走行すると、 

  路運送車輌法に違反します。 

  トラクタに作業機を着しての走行はしない 

  ください。 

 

 
 危険 

 走行する、トラクタのールが 

   左右連結されていないと、片ーになり、 

   トラクタが左右に振られ転なが起こり、思 

   わぬ事故をまねく事があります。 

   ほの特殊作業は、ールは左 

   右連結して使用してください。 

 警告 

 トラクタに運転者の人をせると、トラク 

   タから転落しり、運転作の妨げになて、 

   緊急事態への対処がきず、同者はもちろん、 

   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 

   ります。トラクタには、運転者の人はせ 

  ないください。 

 急急を行うと、運転者が振り落とさ 

  れり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  急急はしないください。 

 急ーを出しすると、 

  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 

  低走行してください。 

 する、により周囲の人を作業機に 

  巻き込みケガをさせる事があります。 

  周囲の人や対向物障害物との間に十分な間隔 

  を保てください。 

 がしていり、がある路路 

  を走行すると転落事故を起こす事があります。 

  路は走行しないください。 

 
 低のきいをりようとすると、 

   トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 

  があります。 

  あゆみ板を使用してください。 

 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 

  る事があります。 

  作業機のには、人をせないください。 

 ケットを降下させずに走行すると、障害 

  物なにぶつかりケガをする事があります。 

  降下させてしてください。 

 

 

作 業 中 は 
 
 

 
 危険 

 がケットの下にると急に降下し、ケ 

  ガをする事があります。 

  周囲に人を近づけないください。 

 警告 

 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 

  る事があります。 

  ま、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 

  人へケガを負わせる事があります。 

  作業機のには、人や物なはのせないくだ 

  さい。 

 を出しすると、暴走事故をまね 

  く事があります。 

  低作業してください。 

  下り作業をする、の途中すると、暴 

  走する原因となります。 

  の前低にして、ゆくりとおりてく 

  ださい。 

 わき運転をすると、周囲の障害物のや周 

  囲の人への危険ながきず、思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 

  てください。 

 し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事 

  故を起こす事があります。 

  しかりとハンドルを握て運転してください。 

 注意 

 やに降すると作業機が転倒しケ 

  ガをする事があります。 

  平坦行てください。 

  は行わないください。 

  降は周囲に人を近づけないください。 

 

 

 
 

移動走行する時は 

作業する時は

公道走行時は作業機の装着禁止 



－4－ 

 
 
 
 警告 

 トラクタかられる、やなに 

   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 

  起こす事があります。 

  平坦し所に駐車し、トラクタのン 

  ンをとめ、駐車ーをかけて暴走を防い 

  ください。 

 トラクタかられる、ケットをげまま 

  にしておくと、第三者の不注意により不意に降 

  下し、ケガをする事があります。 

  下限ま降ろしてからトラクタをれてくださ 

  い。 

 

 

作業が終ったら 
 
 
 
 注意 

 ンンをとめずに、付着物の作業なを 

  行うと、トラクタが不意にき出して思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  ンンをとめ、駐車ーをかけて行て 

  ください。 

 ケットをげ状態のまま下すると、 

  不意にケットが降下しケガをする事がありま 

  す。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 

 
 注意 

 作業のをると、機の不や破損 

  なが置され、次の作業にトラルを起こ 

  しり、ケガをする事があります。 

  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 

  行てください。 

 ケットをげてを行う、第三者 

  の不注意により、ケットが不意に降下し、ケ 

  ガをする事があります。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 

 

 
 
 注意 

 ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

  意により、不意にケットが降し、思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  ンンをとめて行てください。 

 機にが生じ、そのまま置すると、 

  破損やケガをする事があります。 

  取扱説明書に基づき行てください。 

 やまは軟弱な行うと、ト 

  ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  平坦盤のかい所行てください。 

 ケットをげ状態のまま、下不処置 

  備をすると、不意に降下し、ケガをす 

  る事があります。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 のやーに、ゆるみや損傷があると、 

  飛び出るオイルあるいは作業機の急な降下 

  、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やーをすは、路の力を 

  無くしてから行てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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２ 適応トラクタの範囲 

 

 本製品は、なトラクタとの着により的確に性

能を発揮きるように設計されています。 

 不なトラクタとの着によては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしり、トラクタの運転作に

著しい影響を及ぼすことがあります。 

 この製品の応トラクタは次のとおりす。 

 

適応トラクタ  

４４ｋＷ（６０ＰＳ）以上 

 

 

３ トラクタへの装着 

 

１．ドローバへの連結 

 

 
作業機を連結するめにトラクタをさせる 

  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 

  れてケガをする事があります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 

 さい。 
 
 

 
作業機をトラクタに連結する、や 

 まは軟弱な行うと、トラクタが不意 

 にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

連結するトラクタによては、前がく 

 なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 

 ねく事があります。 

  トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 

 ンを取てください。 
 
 

 (1) 作業機のタンドハンドルをし、トラクタの 

  けん引ヒッさに作業機のヒッさをわせ 

  てください。 

 (2) トラクタのンンを始し、静かに進させ、 

  トラクタのけん引ヒッおよび作業機のヒッの 

  連結の穴をわせて、トラクタのンンをと 

  め、駐車ーをかけてください。 

 (3) トラクタ付属のヒッピンをし、リンピン 

  な抜けめをしてください。 

 (4) タンドハンドルをし最縮位置まげ、折 

  りんください。 

 

 

 

２．トラクタ外部油圧の取出し 

    作業機のシリンは単１系統プラは 

 １／２オとなています。 

    作業機のプラをトラクタ取出口のプラに 

 接続してください。 

 

 

４ オプション品 

 

１．延長油圧ホース 

  本作業機は直結型ハーベタの作業にする 

 ーが標準す。 

  けん引型ハーベタのワンマン作業を行うは、 

 延長用として３ｍのーを用意していますの 

 ご利用ください。 

 

 部品番号 部 品 名 称 
① 2096-08 ソケット；PT1/2 
② KH0803150AP ユアツホース；1/2×3150 1－4 
③ 1013-08 ホースニップル PF1/2×PT1/2 
 

（1）取付方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本作業機についているプラオ；１／２をはず 

 し、①ソケット、②ユツー、③ーニップ 

 ルを図のように取り付け、その先にプラオ；１ 

 ／２を取り付けてください。 

 

 
   取付の際には必ずシーループを巻いて取り付 

 けてください。 
 
 

２．延長ヒッチ 

  ヒッの長さが２００㎜長い部品を用意しており 

 ます。 

 

部品番号 部品名称 備 考 
1244781004 ヒッチカン ナット類付 

 

 

 

 

 

  警 告  

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 機を子よく長持ちさせるめ、作業前に必ず行

いましょう。 
 

１  運転前の点検 
 

１．トラクタ各部の点検 

 (1) トラクタの取扱説明書に基づきを行てく 

  ださい。 

 (2) トラクタオイル量の 

      本作業機はトラクタ部取出置を利用し 

  て作業を行います。 

      シリンを作させるめに必要なオ 

  イル量は下表のりす。 
 

オイルの量 

１６．０ ℓ 
 
２．連結部の点検 

 （1）ヒッ部の 

   トラクタのけん引ヒッと作業機のヒッはト 

  ラクタ付属のヒッピン連結され、リンピン 

  等抜けめがされているか。 

   不具がつかは、 「1-3 トラクタへの 

   着」に基づき不具を解消してください。 

 (2) 接続の 

    プラがきちんとトラクタプラに接 

  されているか。 
 
３．製品本体の点検 
 (1) 配管部からのオイル漏れがないか確認して 

  ください。 

      不具がつかは「6-1 不処置一覧表」 

  に基づき不具を解消してください。 

 (2) 各部ボルトナットに緩みはないか。 

イールナットな特に要な部分のナットに 

緩みがないかしてください。 

 イールナットが緩んいるは、表に基づ 

き正締付トルクにしてください。 
 

< ホイールナットの締付トルク > 

 

型  式 ＴＨＷ７０１１ 

イールナットサイズ M18×1.5 

 

締付トルク 

300～330Nm 

(3060～3370kgfcm) 

 

 (3) 各部に損傷部品、落部品がないか確認してださい。 

      不具がつかは補修もしくは部品交換 

  してください。 

 (4) 各部の給脂は充分か確認してください。 

   不具がつかは「2-3 給箇所一覧表」 

  に基づき脂を補充してください。 

 (5) タイヤの空気は正か確認してください。 

   不具がつかは表に基づき正空気 

にしてください。 

 
< タイヤの空気圧 > 
   

型    式 ＴＨＷ７０１１ 

タイヤサイズ 550/60-22.5-12ＰＲ 

空  気   270kPa（2.8kgf/㎠） 

 

２  エンジン始動での点検 
 

 

 
がケットの下にると急に降下し、ケ 

 ガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 

 

 
やに降すると、作業機が転倒し、 

 ケガをする事があります。 

 平坦行てください。 

 は行わないください。 

 降は周囲に人を近づけないください。 
 
※危険ですので下記状態にてハイダンプ作業は行わないでください。 

 
     傾斜地での使用         風の強いときの使用    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．油圧系統の点検 

 (1) トラクタンン転を低にしてから部 

  作ーを作し、ケットが転を始める 

  直前まケットをさせてください。 

      この、ウトリガーが降下する事を確認してください。 

    尚、ケットに収穫物を積載していない状態 

  はウトリガーは接しません。 

 (2) 部作ーを作し、シリンが 

  最も伸び状態になるまケットをさせ、 

  作ーを中立位置にしてください。 

      この状態ケットが降下するな系統に 

  不具がつかは「6-1 不処置一覧表」 

  の説明に基づき不具を解消してください。 

 (3) 部作ーを作し、シリンを 

  縮め、ケットを降下させてください。 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  危 険 

  注 意 

 



 
－10－

３  給油箇所一覧表 

 

○ 給塗布するオイルは浄なものを使用してください。 

○ グリーを給脂する、量とは古いグリーが排出され、新しいグリーが出るます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給油量 備      考 

１ シ リ ン  先 端 2 グ リ ー  使 用 毎   量 給   脂 

２ シ リ ン  根 本 2 〃 〃 〃 〃 

 ン プ 支  2 〃 〃 〃 〃 

３ 

ンプ支ライド部 2 〃 〃 〃 〃 

４  タ ン ド ２ 〃 〃 〃 〃 

５ シ ャ  ク 2 〃 〃 〃 〃 

６ ヒ ッ   ン 1 〃 〃 〃 〃 

７ ハ  4 〃 〃 〃 〃 

  

 

 

1 2 3 

4 

5 

6 

7 
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 を確認して、慎に作業してください。 

 

１  本製品の使用目的 

 

 本製品は牧草、長稈作物等の収穫物の積み込み及び

降ろしに使用するものす。 

 他の用途には使用しないください。 

 

 

２  最大積載量 

 

１．最大積載量 

最積載量 

７０００㎏ 
 
 

 
 過積載あるいは片積載をすると、作業ある 

  いは、作業機が転倒し、ケガをする事が 

  あります。 

  指され積載量の積載はしないくださ 

  い。 

  ほぼ平坦になるように積載してください。 
 
 

 

３  作業要領 

 

１．左右がほぼ均等になるようにケットの部から 

 順次前方に向けて収穫物を積載してください。 

 

２．ケットがほぼいぱいにならンン転 

 を低にしてから部作ーを作し、 

 ケットをゆくりさせながら作業機の方に位 

 置する運搬車に収穫物をしてください。 

 

 

 
がケットの下にると急に降下し、ケ 

 ガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 
 
 

 

 

 

 

 

 
やに降すると、作業機が転倒し、 

 ケガをする事があります。 

 平坦行てください。 

 は行わないください。 

 降は周囲に人を近づけないください。 
 
※危険ですので下記状態にてハイダンプ作業は行わないでください。 

 
     傾斜地での使用         風の強いときの使用   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ケットががている、ルに取り付け 

 られーを下げると、ウトリガーがし 

 ます。 

  ケットががているは、ーを下げな 

 いください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  注 意 
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３．ケットの収穫物を運搬車にし終ら、 

 部作ーを逆方向に作し、ケットが完

に降下し、ウトリガーが完にしてから走

行を始めてください。 

 

 

 
   ウトリガーが完にしないうちに走り出 

 すと、ウトリガーのラケットがに引かか 

 て曲がるなの破損につながります。 

  ウトリガーのを確認してから走行を始め 

 てください。 
 
 

 

 
   フーム部のライド部に収穫物が詰まると 

 ケットの降、ガイドがローラからはずれ 

 り、反転ケットがねじれる等の破損につなが 

 ります。 

   ライド部端に詰ま収穫物を取りいて 

 から作業してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

 

 

  取扱い上の注意 
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１ 作業後の手入れ 

 

長持ちさせるめに、れは必ずしましょう。 

 

 
ンンをとめずに付着物の作業なを行 

 うと、トラクタが不意にき出して思わぬ事故 

 を起こす事があります。 

 ンンをとめ、駐車ーをかけて行て 

 ください。 

ケットをげ状態のまま下、れ 

 をする、ケットが不意に降下し、ケガをす 

 る事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 
 
 
１． 機に付着している収穫物等は、きれいに取り 

 いてください。 

２．ボルト、ナット、ピン類の緩み、落がないか。 

 又、破損部品がないか確認してください。 

  があれば、ボルトの増し締め、部品の交換を  

 してください。 

３．各部給箇所は「2-3 給箇所一覧表」に基づき 

 給してください。 

 

 

２ トラクタの切り離し 

 
 

 
作業機をトラクタからりす、や 

 まは軟弱な行うと、トラクタが不 

 意にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

作業機をトラクタからりす、めをせ 

 ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 

 こす事があります。 

 りすは、タンドを接させ、作業機の 

 車にめをしてください。 
 
 
１．トラクタのンンをとめ、駐車ーをかけ 

 てください。 

２．作業機の車にめをしてください。 

３．ケットを下限ま下げて、トラクタの部 

 路をロックし、プラ部からりしてください。 

    りしーを束ねて、ーウケにか 

 けてください。 

 

 

 
  プラ部のりしをする、ケットをげ 

 ままりすと、接続するに、プラに力 

 がかかているめ、接続きなくなります。 

 ケットを下限ま下げて、路に残が 

 かからないようにして行てください。 

 
４．作業機のタンドを立て、ヒッがトラクタのけ 

 ん引ヒッから浮きがるまタンドのハンドル 

 をしてください。 

５．ヒッピンの抜けめピンをし、ヒッピンを 

 抜いてください。 

６．トラクタのンンを始し、静かに前進させ、 

 けん引ヒッから作業機のヒッをしてください。 

７．取りしヒッピンは、抜けめピンとともに、 

 保管してください。 

 

 

３ 長期格納する時 

 

１．機各部のをしてください。 

２．摩耗し部品、破損し部品は、交換してくださ 

 い。 

３．「2-3 給箇所一覧表」に基づき、脂を補給して 

 ください。 

４．塗損傷部を補修塗、まは、を塗布し、錆 

 の発生を防いください。 

５．格納はしのい屋に保管してください。 

６．格納所は平坦な所、タイヤにめをかけて 

 保管してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 子よく作業するめに、期的に行いましょう。 

 機の備不による事故なを未然に防ぐめに、

「備一覧表」に基づき、各部の備を行い、

機を最の状態、心して作業が行るようにし

てください。 

 

 

 

 
 
 

 

 
ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

 意により、不意にケットが降し、思わぬ事 

 故を起こす事があります。 

 ンンをとめて行てください。 

ケットをげて作業する、第三者の不注意 

 により、不意に降下しケガをする事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 

 

 

 

 

１ 点検整備一覧表 

 

 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用１時間 ボルトナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 

（始業終業点検） 

 
機の 
 
各部ボルトナットの緩み 
 
各部の給給脂 
 
各部の損傷、部品落 
 
ー接続部からのオイル漏れ 
 
ップリング部からのオイル漏れ 
 
タイヤの空気 
 
イールナットの緩み 
 

 

 

 増締め 

 

「2-3 給箇所一覧表」に基づき給給脂 

 

 部品交換、取り付け 

 

 増し締め、まはシーループの交換 

 

 ップリングの再結、まは部品の交換 

 

「2-1-3 製品本の」に基づき 

 

 ｢2-1-3 製品本の｣ に基づき 

シーズン終了後 

機の 
 
各部ボルトナットの緩み 
 
各部給給脂 
 
配管部からのオイル漏れ 
 
塗損傷 

  

 

 増し締め 

 

「2-3 給箇所一覧表」に基づき給給脂 

 

 増し締め、まはシーループの交換 

 

 塗又は塗布 

 

 

 
  本製品は、トラクタの部を利用して作業 

 する機す。 

   トラクタ関係の（オイルの量は確保さ 

 れているか、オイルが劣化していないか等）も 

 わせて行てください。   

 
 

 

 

５５５５    点検と整備につい点検と整備につい点検と整備につい点検と整備についてててて 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 トラルが発生しら「6-1 不処置一覧表」に基

づきンンをとめてから処置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
やまは軟弱な行うと、ト 

 ラクタや作業機が不意にき出して思わぬ事故 

 を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

 意により不意にケットが降し思わぬ事故を 

 起こす事があります。 

 ンンをとめて行てください。 

ケットをげて作業するは、第三者の不注 

 意により不意に降下しケガをする事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 

 

 

１ 不調処置一覧表 
 
 

 症    状 原     因 処      置 

接続部の締め込み不足 増し締め 

シーループの劣化 シーループの交換 

ップリング接部が完に接続に

なていない 
再接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

油
 
圧
 
配
 
管
 
部
 

オイル漏れ 

ーの損傷 部品の交換 

ップリングが接されていない ップリングを接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

ダ
ン
プ
部
 

ンプしない 

トラクタのオイル量が不足している トラクタオイルを補充する 

ップリングが接されていない ップリングを接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

筒のパイプが形している 部品交換 
接しない 

シリンに物がかみ込んいる 物を取りく 

プリングの張りが弱い 更にプリングを張る 
戻らない 

トップルの不 部品交換 

トップルの不 部品交換 

ア
 
ウ
 
ト
 
リ
 
ガ
 
ー
 

ケットの転

途中にウトリ

ガーが戻る 

ルの開閉ーおよびプリングの

不 
部品交換 

 

不の原因や処置の仕方がわからないは下記事項とともに購先にご相談ください。 
 
１．製  品  名 

２．部品供給型式（型            式） 

３．製  番 号       

４．故 障  容      （きるだけ詳しく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 
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２ 各部の調整 

 

１．車軸位置の調整 

  本作業機は車軸位置を前にする事がき 

 ます。 

  ハーベタとの連結状態なにより、前に組 

 み替て作業してください。 

  出の車軸の位置は中央部に組み付けてあり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヒッチ高さの調整 
  本作業機はヒッさを２階にることが 

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出のヒッさは520mmす。図の①②の

ラケットを取りすことヒッさを670mmにする

ことがきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ターンバックルの調整 

 ケットがする際、水平にしない、

下のを行てください。 

ケットの前が下がてする 

  フロントサポートＣＰを支持するターンック     

 ルを締めてください。 

ケットのろが下がてする 

  リヤサポートＣＰを支持するターンックルを  

 締めてください。 
 
 ターンックルは両ともるみなく、均等に張

てください。ターンックルの締めつけトルクは

1000kgf･cmす。終了、ロックナットしか

り固してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




